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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月28日(2009.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生理学的に受容可能な媒体中に以下を含む唇又は外皮用のメーキャップ製品：
－　ゴニオクロマチックな着色した背景を生じることができる少なくとも一つのゴニオク
ロマチック着色剤、ここで、組成物の全質量に対して０．１質量％～２０質量％の範囲の
含量で該ゴニオクロマチック着色剤が組成物中に存在し、照射角４５°でかつ観察角を０
°～８０°の間で変化させた場合に、化粧組成物の層において、少なくとも３０°の化粧
組成物の色相角度の変化Ｄｈが観察されるように、該ゴニオクロマチック着色剤が液晶着
色剤及び多層干渉構造から選択され、及び
－　組成物を支持体に適用して層を形成しかつ照射した場合に、裸眼が見ることのできる
強調点を生じることができる反射粒子、ここで、組成物の全質量に対して０．１質量％～
２０質量％の範囲の含量で該反射粒子が組成物中に存在し、該反射粒子は可視スペクトル
において少なくとも７０％のスペクトル反射率を有し、かつ以下から選択され：
　－　少なくとも一つの金属オキシドの少なくとも一つの層で少なくとも部分的に被覆し
た合成基体を有する粒子、
－　及び１．４７～１．５１の屈折率を有する油性相。
【請求項２】
　製品の平均輝度が３０に等しいかそれより大きいことを特徴とする、請求項１に記載の
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メーキャップ製品。
【請求項３】
　製品の平均輝度が５０に等しいかそれより大きいことを特徴とする、請求項２に記載の
メーキャップ製品。
【請求項４】
　製品の平均輝度が７０に等しいかそれより大きいことを特徴とする、請求項３に記載の
メーキャップ製品。
【請求項５】
　照射角４５°でかつ観察角を０°～８０°の間で変化させた場合に、化粧組成物の層に
おいて、少なくとも６０°の化粧組成物の色相角度の変化Ｄｈが観察されるように、ゴニ
オクロマチック着色剤を選択することを特徴とする、先の請求項１ないし４のいずれか１
項に記載のメーキャップ製品。
【請求項６】
　反射粒子の大きさが２５０μmを越えないことを特徴とする、先の請求項１ないし５の
いずれか１項に記載のメーキャップ製品。
【請求項７】
　反射粒子の大きさが１５０μmを越えないことを特徴とする、請求項６に記載のメーキ
ャップ製品。
【請求項８】
　反射粒子の大きさが１００μmを越えないことを特徴とする、請求項７に記載のメーキ
ャップ製品。
【請求項９】
　反射粒子の大きさが少なくとも１０μmであることを特徴とする、先の請求項１ないし
８のいずれか１項に記載のメーキャップ製品。
【請求項１０】
　反射粒子の大きさが２０μmから５０μmであることを特徴とする、請求項９に記載のメ
ーキャップ製品。
【請求項１１】
　反射粒子が、組成物の全質量に対して、１質量％～１５質量％の範囲の含量で組成物に
存在することを特徴とする、先の請求項１ないし１０のいずれか１項に記載のメーキャッ
プ製品。
【請求項１２】
　反射粒子が、組成物の全質量に対して、１質量％～１０質量％の範囲の含量で組成物に
存在することを特徴とする、請求項１１に記載のメーキャップ製品。
【請求項１３】
　反射粒子が小板又は球体の形態にあることを特徴とする、先の請求項１ないし１２のい
ずれか１項に記載のメーキャップ製品。
【請求項１４】
　一又は複数の物質、有機基体、無機基体、ガラス、セラミックス、金属オキシド、アル
ミナ、シリカ、シリケート、合成マイカ及びこれらの混合物から合成基体を選択すること
を特徴とする、請求項１ないし１３のいずれか１項に記載のメーキャップ製品。
【請求項１５】
　シリケートをアルミノシリケート及びボロシリケートから選択することを特徴とする、
請求項１４に記載のメーキャップ製品。
【請求項１６】
　チタン酸化物、鉄酸化物、スズ酸化物、及び化合物Ａｌ2Ｏ3、ＭｇＯ、Ｙ2Ｏ3、ＳｅＯ

3、ＨｆＯ2、ＺｒＯ2、ＣｅＯ2、Ｎｂ2Ｏ5、Ｔａ2Ｏ5及びこれらの混合物から金属酸化物
を選択することを特徴とする、請求項１ないし１５のいずれか１項に記載のメーキャップ
製品。
【請求項１７】
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　金属酸化物が酸化チタン、酸化鉄又は酸化スズ又はこれらの混合物であることを特徴と
する、請求項１６に記載のメーキャップ製品。
【請求項１８】
　金属酸化物がＴｉＯ2であることを特徴とする、請求項１７に記載のメーキャップ製品
。
【請求項１９】
　ゴニオクロマチック着色剤が以下の構造から選択する多層干渉構造を含むことを特徴と
する、先の請求項１ないし１８のいずれか１項に記載のメーキャップ製品：Ａｌ／ＳｉＯ

2／Ａｌ／ＳｉＯ2／Ａｌ；Ｃｒ／ＭｇＦ2／Ａｌ／ＭｇＦ2／Ｃｒ；ＭｏＳ2／ＳｉＯ2／Ａ
ｌ／ＳｉＯ2／ＭｏＳ2；Ｆｅ2Ｏ3／ＳｉＯ2／Ａｌ／ＳｉＯ2／Ｆｅ2Ｏ3；Ｆｅ2Ｏ3／Ｓｉ
Ｏ2／Ｆｅ2Ｏ3／ＳｉＯ2／Ｆｅ2Ｏ3；ＭｏＳ2／ＳｉＯ2／マイカオキシド／ＳｉＯ2／Ｍ
ｏＳ2；Ｆｅ2Ｏ3／ＳｉＯ2／マイカオキシド／ＳｉＯ2／Ｆｅ2Ｏ3；ＴｉＯ2／ＳｉＯ2／
ＴｉＯ2；ＴｉＯ2／Ａｌ2Ｏ3／ＴｉＯ2；ＳｎＯ／ＴｉＯ2／ＳｉＯ2／ＴｉＯ2／ＳｎＯ；
Ｆｅ2Ｏ3／ＳｉＯ2／Ｆｅ2Ｏ3；ＳｎＯ／マイカ／ＴｉＯ2／ＳｉＯ2／ＴｉＯ2／マイカ／
ＳｎＯ。
【請求項２０】
　ゴニオクロマチック着色剤が以下から選択する多層干渉構造を含むことを特徴とする、
請求項１９に記載のメーキャップ製品：ＭｏＳ2／ＳｉＯ2／Ａｌ／ＳｉＯ2／ＭｏＳ2；Ｆ
ｅ2Ｏ3／ＳｉＯ2／Ａｌ／ＳｉＯ2／Ｆｅ2Ｏ3；Ｆｅ2Ｏ3／ＳｉＯ2／Ｆｅ2Ｏ3／ＳｉＯ2／
Ｆｅ2Ｏ3；ＳｎＯ／ＴｉＯ2／ＳｉＯ2／ＴｉＯ2／ＳｎＯ；Ｆｅ2Ｏ3／ＳｉＯ2／Ｆｅ2Ｏ3

；ＳｎＯ／マイカ／ＴｉＯ2／ＳｉＯ2／ＴｉＯ2／マイカ／ＳｎＯ。
【請求項２１】
　ゴニオクロマチック着色剤が、組成物の全質量に対して、２質量％～１５質量％の範囲
の量で存在することを特徴とする、先の請求項１ないし２０のいずれか１項に記載のメー
キャップ製品。
【請求項２２】
　ゴニオクロマチック着色剤が、組成物の全質量に対して、２質量％～１０質量％の範囲
の量で存在することを特徴とする、先の請求項１ないし２１に記載のメーキャップ製品。
【請求項２３】
　製品が２０より大きい平均輝度を有するグロスベースを含むことを特徴とする、先の請
求項１ないし２２のいずれか１項に記載のメーキャップ製品。
【請求項２４】
　製品が５０より大きい平均輝度を有するグロスベースを含むことを特徴とする、請求項
２３に記載のメーキャップ製品。
【請求項２５】
　製品が７０より大きい平均輝度を有するグロスベースを含むことを特徴とする、請求項
２４に記載のメーキャップ製品。
【請求項２６】
　製品がさらに少なくとも一つの非－ゴニオクロマチック着色剤を含むことを特徴とする
、先の請求項１ないし２５のいずれか１項に記載のメーキャップ製品。
【請求項２７】
　非－ゴニオクロマチック着色剤を染料、単色性顔料及び真珠光沢剤から選択することを
特徴とする、請求項２６に記載のメーキャップ製品。
【請求項２８】
　製品がゴニオクロマチック繊維を含むことを特徴とする、先の請求項１ないし２７のい
ずれか１項に記載のメーキャップ製品。
【請求項２９】
　製品が以下の形態の一つであることを特徴とする、先の請求項１ないし２８のいずれか
１項に記載のメーキャップ製品：無水形態、油性又は水性溶液の形態、油性又は水性ジェ
ル、水中油又は油中水エマルション、多層エマルション、油／水の界面に配置したベヒク
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ルによる水中油の分散物の形態。
【請求項３０】
　製品が液状グロスの形態にあることを特徴とする、先の請求項１ないし２９のいずれか
１項に記載のメーキャップ製品。
【請求項３１】
　先の請求項１ないし３０のいずれか１項に記載のメーキャップ製品を含む唇のメーキャ
ップ製品。
【請求項３２】
　請求項１ないし３０のいずれか１項に記載のメーキャップ製品を含むマニキュア。
【請求項３３】
　唇又は外皮のメーキャップ方法であって、以下を唇又は外皮に同時に又は引き続き適用
することを含む方法：
－　少なくとも一つのゴニオクロマチック着色剤であって、照射角４５°でかつ観察角を
０°～８０°の間で変化させた場合に、化粧組成物の層において、少なくとも３０°の化
粧組成物の色相角度の変化Ｄｈが観察されるように、該ゴニオクロマチック着色剤が液晶
着色剤及び多層干渉構造から選択されるゴニオクロマチック着色剤、
－　該ゴニオクロマチック着色剤と異なる反射粒子であって、可視スペクトルにおいて少
なくとも７０％のスペクトル反射率を有し、かつ以下から選択される反射粒子：
　－　少なくとも一つの金属オキシドの少なくとも一つの層で少なくとも部分的に被覆し
た合成基体を有する粒子、
－　及び１．４７～１．５１の屈折率を有する油性相。
【請求項３４】
　唇及び外皮から選択する支持体をメーキャップする方法であって、以下を支持体に同時
に又は引き続き適用することを含む方法：
－　ゴニオクロマチックな着色した背景を生じることができる少なくとも一つのゴニオク
ロマチック着色剤、ここで、照射角４５°でかつ観察角を０°～８０°の間で変化させた
場合に、化粧組成物の層において、少なくとも３０°の化粧組成物の色相角度の変化Ｄｈ
が観察されるように、該ゴニオクロマチック着色剤が液晶着色剤及び多層干渉構造から選
択され、
－　裸眼が見ることのできる強調点を生じることができる反射粒子、ここで、該反射粒子
は可視スペクトルにおいて少なくとも７０％のスペクトル反射率を有し、かつ以下から選
択され：
　－　少なくとも一つの金属オキシドの少なくとも一つの層で少なくとも部分的に被覆し
た合成基体を有する粒子、
－　及び１．４７～１．５１の屈折率を有する油性相。
【請求項３５】
　ゴニオクロマチック着色剤と反射粒子を請求項１ないし３０のいずれか１項に記載のメ
ーキャップ製品の形態で同時に適用することを特徴とする、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　相互に異なる第１及び第２の組成物を含む、唇及び外皮から選択する支持体をメーキャ
ップするためのキットであって、
－　第１の組成物が少なくともいくらかの反射粒子を含み、ここで、組成物の全質量に対
して０．１質量％～２０質量％の範囲の含量で該反射粒子が組成物中に存在し、該反射粒
子は可視スペクトルにおいて少なくとも７０％のスペクトル反射率を有し、かつ以下から
選択され：
　－　少なくとも一つの金属オキシドの少なくとも一つの層で少なくとも部分的に被覆し
た合成基体を有する粒子、
　ここで、該反射粒子は、該二つの組成物を支持体に適用したあとで裸眼が見ることので
きる強調点を生じることができ、
－　第２の組成物が生理学的に受容可能な媒体中に少なくとも一つのゴニオクロマチック
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着色剤を含み、ここで、組成物の全質量に対して０．１質量％～２０質量％の範囲の含量
で該ゴニオクロマチック着色剤が組成物中に存在し、照射角４５°でかつ観察角を０°～
８０°の間で変化させた場合に、化粧組成物の層において、少なくとも３０°の化粧組成
物の色相角度の変化Ｄｈが観察されるように、該ゴニオクロマチック着色剤が液晶着色剤
及び多層干渉構造から選択され、
　第１及び／又は第２の組成物は１．４７～１．５１の屈折率を有する油性相を含み、か
つ、
－　第１及び第２の組成物が分離して包装される、
キット。
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